
講習名

開催日

担当講師

講習概要

到達目標

受講者への

連絡事項

時　限

― 8：30～ 9：00 30

― 9：00～ 9：10 10

1 9：10～10：25 75

2 10：40～11：55 75

― 11：55～12：35 40

3 12：35～13：50 75

4 14：05～15：20 75

試験 15：35～16：35 60

― 16：35～16：45 10

１．視覚と聴覚における注意の特性を理解し、教員・学習者双方の認知的特性を

　　踏まえた授業の展開を検討する。

２．行動分析の基本概念を理解し、学校での応用について検討する。

３．社会心理学において明らかとなっている社会的行動や集団活動の特徴について

　　理解し、学級運営等への応用について検討する。

教員免許状更新講習シラバス

【選択】教育場面における心理学の実践

令和2年8月19日(水)

中﨑  崇志（文学部准教授）

室橋  弘人（文学部講師）

　教育場面において応用・活用できる心理学の知見について講義する。

　前半は、認知学習心理学の視点から講義を行い、学習者の注意の配分などに基づい

て、授業の進め方や構成を検討する。後半は、社会心理学の観点から講義を行い、集団

場面における人間の行動の特徴に基づいて、授業の進め方や構成を検討する。

評価書記入、事務連絡

特になし

時　　間 内　　容

受付

オリエンテーション

認知的特性の理解と応用

行動分析の理解と応用

昼食・休憩

他者が存在する場合の行動の特徴

集団にまつわる社会的影響

筆記試験


